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１�

　次
の
学
習
指
導
要
領
を
「
主
体
的
に
」
読

み
解
き
、
準
備
を
開
始
し
よ
う

令
和
七
年
九
月
五
日
。
中
央
教
育
審
議
会
の

教
育
課
程
企
画
特
別
部
会
か
ら

「
論
点
整
理
（
素
案
）」

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
次
の
学
習
指
導
要
領
の
方

向
性
を
示
す
重
要
文
書
で
す
。

そ
の
冒
頭
の
「
次
期
学
習
指
導
要
領
に
向
け

た
基
本
的
な
考
え
方
①
」
に
は
、
次
の
三
つ
の

方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

①�

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の

実
装
（Excellence

）

②
多
様
性
の
包
摂
（Equity

）

③
実
現
可
能
性
の
確
保
（Feasibility

）

単
に
こ
れ
ま
で
の
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深

い
学
び
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
「
実
装
」

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

あ
え
て
「
実
装
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た

の
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
英
語
で
い
う
「install

」

「im
plem

ent

」「deploy

」
等
の
意
味
を
含
ん

で
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
つ
ま
り
、

確
実
に
組
み
込
ん
で
成
果
を
あ
げ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
を
受
け
て
、
私
た
ち

は
ど
ん
な
準
備
を
す
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う
か
。

２

　自
ら
の
人
生
を
舵
取
り
す
る
力

先
ほ
ど
の
三
つ
の
方
向
性
の
上
に
書
か
れ
た

大
き
な
ビ
ジ
ョ
ン
に
は
、

自
ら
の
人
生
を
舵
取
り
す
る

と
い
う
言
葉
が
出
て
き
ま
す
。

言
葉
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
「
自
ら
の
人
生

を
舵
取
り
す
る
」
た
め
に
は
、
三
つ
の
方
向
性

を
更
に
具
体
化
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ど

ん
な
こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
か
。

「
論
点
整
理
（
素
案
）」
に
は
、
そ
れ
を
実
現

す
る
た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
た
く
さ
ん
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
次
の
一
二
個
を
取
り

上
げ
て
み
ま
し
た
。

①�

前
提
と
し
て
の
「
デ
ジ
タ
ル
学
習
基

盤
」

②
小
学
校
「
情
報
の
領
域
」
か
ら
中
高
へ

③
「
人
間
な
ら
で
は
の
身
体
性
」
と
は

④
「
中
核
的
概
念
の
深
い
理
解
」
と
は

⑤
「
複
雑
な
課
題
の
解
決
」
と
は

⑥
「
多
様
性
の
包
摂
」
の
実
現

⑦
「
好
き
」
を
育
み
「
得
意
」
を
伸
ば
す

⑧
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
学
び

⑨
「
学
習
方
略
」
の
指
導

⑩
「
心
理
的
安
全
性
」
の
確
保

⑪
「
調
整
授
業
時
間
制
度
」
と
「
余
白
」

⑫
「
二
階
建
て
」
の
柔
軟
な
教
育
課
程

い
ず
れ
も
大
切
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
に
つ
い
て
、
今
の
時
点
で
学
校
の
ど
ん

な
仕
組
み
が
必
要
な
の
か
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や

授
業
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
、
そ
の
具
体
例

を
探
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
た
特
集
で
す
。

�

（
本
誌
編
集
長

　谷
和
樹
）
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　次
の
学
習
指
導
要
領
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「
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し
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令
和
七
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九
月
五
日
。
中
央
教
育
審
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会
の

教
育
課
程
企
画
特
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会
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「
論
点
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（
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。
次
の
学
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の
方

向
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を
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の
冒
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の
「
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の
三
つ
の

方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

①�

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の

実
装
（Excellence

）

②
多
様
性
の
包
摂
（Equity

）

③
実
現
可
能
性
の
確
保
（Feasibility

）

単
に
こ
れ
ま
で
の
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
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の
「
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ま
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と
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等
の
意
味
を
含
ん

で
い
る
よ
う
に
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、

確
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に
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を
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1

　
「
一
億
総
教
育
評
論
家
」
の
時
代

　テ
レ
ビ
で
、
子
持
ち
タ
レ
ン
ト
が
自
分
の
子
育

て
方
針
を
語
る
。
作
家
や
企
業
人
が
あ
る
べ
き
教

育
の
姿
を
披ひ

瀝れ
き

す
る
。
不
登
校
支
援
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
、
学
校
教
育
を
責
め
る
。「
一
億
総
教

育
評
論
家
」
の
時
代
、
誰
も
が
自
分
の
体
験
に
縛

ら
れ
つ
つ
も
、「
教
育
の
あ
る
べ
き
論
」
を
語
る
。

多
分
に
大
衆
迎
合
的
な
風
潮
に
も
流
さ
れ
る
が
、

平
和
な
い
い
時
代
で
も
あ
る
。

　か
つ
て
中
教
審
の
部
会
で
、
あ
る
大
学
教
員
の

提
起
し
た
教
育
評
価
を
巡
る
方
策
に
つ
い
て
学
校

現
場
の
立
場
か
ら
反
論
し
た
。
結
果
と
し
て
、
私

の
主
張
が
通
っ
た
。
部
会
の
終
了
後
、
マ
ラ
ソ
ン

の
増
田
明
美
委
員
が
「
校
長
先
生
の
お
話
し
な
さ

れ
た
こ
と
、
よ
く
分
か
り
ま
し
た
」
と
語
っ
た
。

素
人
な
が
ら
冷
静
に
議
論
の
行
方
を
捉
え
て
い
る

人
だ
っ
た
。「
教
育
」
を
語
る
際
に
は
、
己
の
狭

い
経
験
値
だ
け
に
と
ら
わ
れ
ず
広
い
目
で
俯ふ

瞰か
ん

し

た
い
も
の
だ
。

2

　
「
深
い
学
び
」
の
実
装
と
は

　論
点
整
理
で
の
「
基
本
的
な
考
え
方
」
で
「
主

体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
実
装
」
を
ト
ッ
プ
に

掲
げ
た
。
こ
こ
で
「
実
装
」
と
い
う
言
葉
を
用
い

た
。
教
育
界
で
は
あ
ま
り
使
わ
な
い
用
語
で
あ
る
。

「
実
装
」
と
は
、
何
ら
か
の
機
能
を
実
現
す
る
た

め
の
具
体
的
な
装
備
や
方
法
の
こ
と
。
理
念
上
の

存
在
で
し
か
な
い
も
の
を
現
実
世
界
で
作
動
さ
せ

具
現
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　こ
れ
ま
で
の
教
育
業
界
的
用
語
な
ら
、
主
体

的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
「
充
実
」
と
か
「
具

現
化
」
と
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
を

「
霞
ヶ
関
的
文
学
」
と
言
わ
れ
よ
う
と
も
、「
実

装
」
と
表
現
し
た
こ
と
に
、
現
状
を
変
え
た
い
と

い
う
中
教
審
の
強
い
決
意
を
感
じ
る
。

　平
成
二
九
年
告
示
の
現
行
学
習
指
導
要
領
の
基

本
方
針
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

「
我
が
国
の
優
れ
た
教
育
実
践
に
見
ら
れ
る
普
遍

的
な
視
点
で
あ
る
『
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学

び
』
の
実
現
に
向
け
た
授
業
改
善
（
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
視
点
に
立
っ
た
）
を
推
進
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
」

　そ
も
そ
も
、
現
行
学
習
指
導
要
領
で
は
「
深
い

学
び
」
に
つ
い
て
、
世
界
に
冠
た
る
我
が
国
の
学

校
教
育
の
成
果
を
踏
ま
え
て
実
現
す
る
こ
と
を
目

敬愛大学教育学部名誉教授・客員教授 全国連合小学校長会顧問　向
むこう

山
やま

 行
ゆき

雄
お

「深い学びの実装」「調整授業時数制度」
をどう捉えるか
中央教育審議会教育課程企画特別部会は、令和７年９月５日に次期学習指導要領改訂に
向けた「論点整理」を公表した。今後、このたたき台を基にして各種意見の聴取や議論を
重ね、答申案を作成する。この論点整理の中でも、「深い学びの実装」と「調整授業時数
制度」は、現下の公教育の課題解決のために重要な視点だ。しかし、その内実を深めない
と実効性は担保できない。今から、学校現場は教育課程編成力量を高める準備を始めたい。

提言
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指
し
た
。
こ
の
文
脈
は
、
学
校
管
理
職
や
教
育
委

員
会
関
係
者
な
ど
に
は
好
意
的
に
受
け
止
め
ら
れ

た
。

　
し
か
し
、
そ
の
後
の
社
会
変
化
で
、
こ
の
言
説

は
次
第
に
等と

う

閑か
ん

視し

さ
れ
る
。
特
に
、
コ
ロ
ナ
禍
と

そ
の
対
応
と
し
て
の
端
末
配
付
、「
個
別
最
適
」

等
の
用
語
提
示
、
自
己
調
整
学
習
の
安
易
な
流
行

等
に
よ
っ
て
「
深
い
学
び
」
の
実
現
は
黄
色
信
号

が
灯
っ
た
。
こ
の
数
年
間
に
私
が
参
観
し
た
授
業
、

知
人
た
ち
の
嘆
き
か
ら
も
「
授
業
の
危
機
」
を
体

感
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
現
行
学
習
指
導
要
領
の
開
始
前
後
、
私
は
「
主

体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
用
語
と
し
て
の

難
し
さ
を
様
々
な
場
で
指
摘
し
て
き
た
。
そ
し
て
、

教
師
自
身
が
こ
の
言
葉
を
「
保
護
者
に
三
分
間
で

分
か
り
や
す
く
説
明
で
き
る
」
よ
う
に
す
る
こ
と

が
「
深
い
学
び
」
の
具
現
化
に
つ
な
が
る
と
主
張

し
た
。　

こ
れ
は
そ
の
前
の
学
習
指
導
要
領
改
訂
の
際
、

「
生
き
る
力
」
の
理
解
に
つ
い
て
泰
明
小
学
校
の

教
職
員
や
、
ま
た
全
連
小
会
長
と
し
て
全
国
の
校

長
た
ち
に
投
げ
掛
け
た
手
法
で
あ
る
。

　
現
行
学
習
指
導
要
領
告
示
か
ら
既
に
八
年
が
経

過
。
全
国
の
ど
れ
く
ら
い
の
教
師
が
、「
三
分
間

で
保
護
者
に
分
か
り
や
す
く
説
明
で
き
る
」
だ
ろ

う
か
。「
実
装
」
す
る
に
は
、「
深
い
学
び
」
に
つ

い
て
、
自
分
自
身
の
言
葉
で
語
れ
る
よ
う
に
す
る
。

併
せ
て
、「
我
が
国
の
優
れ
た
教
育
実
践
に
見
ら

れ
る
普
遍
的
な
視
点
」
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め

る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

3

　
「
調
整
授
業
時
数
制
度
」
と
学
校
裁
量

　論
点
整
理
の
二
つ
め
の
柱
は
「
多
様
性
の
包

摂
」、
三
つ
め
は
「
実
現
可
能
性
の
確
保
」。

　
教
室
に
様
々
な
子
供
が
い
る
。
一
九
九
〇
年
頃
、

教
室
に
は
二
割
程
度
の
「
手
の
掛
か
る
」
子
供
が

い
た
。
教
師
は
そ
の
八
割
の
熱
量
を
そ
の
子
供
た

ち
に
注
い
で
経
営
す
れ
ば
事
足
り
た
。

い
わ
ゆ
る
「
二
八
の
原
則
」
で
あ
る
。
そ
の
後
、

一
層
の
多
様
化
が
進
み
立
ち
ゆ
か
な
く
な
っ
た
。

「
特
別
支
援
教
育
」
の
対
象
者
が
増
加
し
た
。

先
年
、
文
科
省
が
心
身
障
害
教
育
を
特
別
支
援

教
育
に
名
称
変
更
し
た
と
き
の
ト
ッ
プ
と
会
食
し

た
。
こ
の
用
語
に
よ
っ
て
、
か
え
っ
て
現
実
が
見

え
な
く
な
っ
た
と
反
省
し
て
い
た
。

　
現
実
は
学
習
障
害
や
外
国
人
、
不
登
校
傾
向
、

貧
困
家
庭
、
特
異
な
才
能
の
あ
る
子
供
等
、「
特

別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
」
子
供
で
溢
れ
て
い
る
。

「
特
別
」
と
い
う
用
語
で
は
括
れ
な
い
現
実
が
あ

る
。
も
は
や
、「
二
八
の
原
則
」
で
は
対
応
で
き

な
い
。

多
様
性
に
対
応
す
る
た
め
に
、
学
校
裁
量
の
拡

大
は
有
効
な
手
段
に
な
り
得
る
。「
調
整
授
業
時

数
制
度
」
は
そ
の
た
め
の
切
り
札
で
あ
る
。
子
供

の
実
態
、
地
域
の
実
態
、
学
校
の
歴
史
な
ど
を
踏

ま
え
、
学
校
が
創
意
工
夫
す
る
。
反
対
は
少
な
い

は
ず
だ
。

　
し
か
し
、
上
手
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
き
る
管
理

職
ば
か
り
で
は
な
い
。
所
属
教
職
員
の
力
量
差
も

あ
る
。
学
校
を
取
り
巻
く
長
年
の
教
育
風
土
の
違

い
や
、
学
校
応
援
団
の
熱
量
差
も
あ
る
。

　
学
校
の
裁
量
の
拡
大
は
、
同
時
に
学
校
間
格
差
、

地
域
格
差
を
生
み
出
す
。
こ
れ
は
教
育
の
機
会
均

等
の
原
則
に
抵
触
す
る
。
か
つ
て
、
ゆ
と
り
の
時

間
の
活
用
や
中
学
校
の
選
択
教
科
の
開
設
な
ど
で

も
優
劣
が
あ
っ
た
。
学
校
裁
量
の
拡
大
に
対
応
す

る
に
は
、
学
校
の
教
育
課
程
編
成
力
量
が
必
須
で

あ
る
。
そ
ろ
そ
ろ
準
備
を
始
め
た
い
。
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1

　
「
一
億
総
教
育
評
論
家
」
の
時
代

　テ
レ
ビ
で
、
子
持
ち
タ
レ
ン
ト
が
自
分
の
子
育

て
方
針
を
語
る
。
作
家
や
企
業
人
が
あ
る
べ
き
教

育
の
姿
を
披ひ

瀝れ
き

す
る
。
不
登
校
支
援
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
、
学
校
教
育
を
責
め
る
。「
一
億
総
教

育
評
論
家
」
の
時
代
、
誰
も
が
自
分
の
体
験
に
縛

ら
れ
つ
つ
も
、「
教
育
の
あ
る
べ
き
論
」
を
語
る
。

多
分
に
大
衆
迎
合
的
な
風
潮
に
も
流
さ
れ
る
が
、

平
和
な
い
い
時
代
で
も
あ
る
。

　か
つ
て
中
教
審
の
部
会
で
、
あ
る
大
学
教
員
の

提
起
し
た
教
育
評
価
を
巡
る
方
策
に
つ
い
て
学
校

現
場
の
立
場
か
ら
反
論
し
た
。
結
果
と
し
て
、
私

の
主
張
が
通
っ
た
。
部
会
の
終
了
後
、
マ
ラ
ソ
ン

の
増
田
明
美
委
員
が
「
校
長
先
生
の
お
話
し
な
さ

れ
た
こ
と
、
よ
く
分
か
り
ま
し
た
」
と
語
っ
た
。

素
人
な
が
ら
冷
静
に
議
論
の
行
方
を
捉
え
て
い
る

人
だ
っ
た
。「
教
育
」
を
語
る
際
に
は
、
己
の
狭

い
経
験
値
だ
け
に
と
ら
わ
れ
ず
広
い
目
で
俯ふ

瞰か
ん

し

た
い
も
の
だ
。

2

　
「
深
い
学
び
」
の
実
装
と
は

　論
点
整
理
で
の
「
基
本
的
な
考
え
方
」
で
「
主

体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
実
装
」
を
ト
ッ
プ
に

掲
げ
た
。
こ
こ
で
「
実
装
」
と
い
う
言
葉
を
用
い

た
。
教
育
界
で
は
あ
ま
り
使
わ
な
い
用
語
で
あ
る
。

「
実
装
」
と
は
、
何
ら
か
の
機
能
を
実
現
す
る
た

め
の
具
体
的
な
装
備
や
方
法
の
こ
と
。
理
念
上
の

存
在
で
し
か
な
い
も
の
を
現
実
世
界
で
作
動
さ
せ

具
現
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　こ
れ
ま
で
の
教
育
業
界
的
用
語
な
ら
、
主
体

的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
「
充
実
」
と
か
「
具

現
化
」
と
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
を

「
霞
ヶ
関
的
文
学
」
と
言
わ
れ
よ
う
と
も
、「
実

装
」
と
表
現
し
た
こ
と
に
、
現
状
を
変
え
た
い
と

い
う
中
教
審
の
強
い
決
意
を
感
じ
る
。

　平
成
二
九
年
告
示
の
現
行
学
習
指
導
要
領
の
基

本
方
針
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

「
我
が
国
の
優
れ
た
教
育
実
践
に
見
ら
れ
る
普
遍

的
な
視
点
で
あ
る
『
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学

び
』
の
実
現
に
向
け
た
授
業
改
善
（
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
視
点
に
立
っ
た
）
を
推
進
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
」

　そ
も
そ
も
、
現
行
学
習
指
導
要
領
で
は
「
深
い

学
び
」
に
つ
い
て
、
世
界
に
冠
た
る
我
が
国
の
学

校
教
育
の
成
果
を
踏
ま
え
て
実
現
す
る
こ
と
を
目

敬愛大学教育学部名誉教授・客員教授 全国連合小学校長会顧問　向
むこう

山
やま

 行
ゆき

雄
お

「深い学びの実装」「調整授業時数制度」
をどう捉えるか
中央教育審議会教育課程企画特別部会は、令和７年９月５日に次期学習指導要領改訂に
向けた「論点整理」を公表した。今後、このたたき台を基にして各種意見の聴取や議論を
重ね、答申案を作成する。この論点整理の中でも、「深い学びの実装」と「調整授業時数
制度」は、現下の公教育の課題解決のために重要な視点だ。しかし、その内実を深めない
と実効性は担保できない。今から、学校現場は教育課程編成力量を高める準備を始めたい。
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指
し
た
。
こ
の
文
脈
は
、
学
校
管
理
職
や
教
育
委

員
会
関
係
者
な
ど
に
は
好
意
的
に
受
け
止
め
ら
れ

た
。

　
し
か
し
、
そ
の
後
の
社
会
変
化
で
、
こ
の
言
説

は
次
第
に
等と

う

閑か
ん

視し

さ
れ
る
。
特
に
、
コ
ロ
ナ
禍
と

そ
の
対
応
と
し
て
の
端
末
配
付
、「
個
別
最
適
」

等
の
用
語
提
示
、
自
己
調
整
学
習
の
安
易
な
流
行

等
に
よ
っ
て
「
深
い
学
び
」
の
実
現
は
黄
色
信
号

が
灯
っ
た
。
こ
の
数
年
間
に
私
が
参
観
し
た
授
業
、

知
人
た
ち
の
嘆
き
か
ら
も
「
授
業
の
危
機
」
を
体

感
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
現
行
学
習
指
導
要
領
の
開
始
前
後
、
私
は
「
主

体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
用
語
と
し
て
の

難
し
さ
を
様
々
な
場
で
指
摘
し
て
き
た
。
そ
し
て
、

教
師
自
身
が
こ
の
言
葉
を
「
保
護
者
に
三
分
間
で

分
か
り
や
す
く
説
明
で
き
る
」
よ
う
に
す
る
こ
と

が
「
深
い
学
び
」
の
具
現
化
に
つ
な
が
る
と
主
張

し
た
。　

こ
れ
は
そ
の
前
の
学
習
指
導
要
領
改
訂
の
際
、

「
生
き
る
力
」
の
理
解
に
つ
い
て
泰
明
小
学
校
の

教
職
員
や
、
ま
た
全
連
小
会
長
と
し
て
全
国
の
校

長
た
ち
に
投
げ
掛
け
た
手
法
で
あ
る
。

　
現
行
学
習
指
導
要
領
告
示
か
ら
既
に
八
年
が
経

過
。
全
国
の
ど
れ
く
ら
い
の
教
師
が
、「
三
分
間

で
保
護
者
に
分
か
り
や
す
く
説
明
で
き
る
」
だ
ろ

う
か
。「
実
装
」
す
る
に
は
、「
深
い
学
び
」
に
つ

い
て
、
自
分
自
身
の
言
葉
で
語
れ
る
よ
う
に
す
る
。

併
せ
て
、「
我
が
国
の
優
れ
た
教
育
実
践
に
見
ら

れ
る
普
遍
的
な
視
点
」
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め

る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
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。
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